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誤字・脱字は、ご容赦下さい。

■
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
向
け
た
体
制
の
整
備
を
図
り
、
引
き

続
き
検
査
・
相
談
体
制
や
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
取

組
む
。

■
感
染
者
と
の
接
触
情
報
の
提
供
や
、
人
流
デ
ー
タ
の
分
析

に
よ
り
、
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
。

■
地
域
の
強
み
や
財
産
を
活
用
し
た
、
選
ば
れ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
。

■
移
住
相
談
支
援
体
制
を
見
直
し
、
求
職
や
住
ま
い
探
し
な

ど
の
伴
走
型
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

検
討
段
階
に
応
じ
た
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
行
う
。

■
移
住
滞
在
層
な
ど
、
新
潟
へ
の
関
心
に
応
じ
た
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
り
、
移
住
者
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立

「
住
ん
で
よ
し
、訪
れ
て
よ
し
の
新
潟
県
」の

実
現
に
向
け
た
重
点
的
な
取
組

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
策
と
医
療
提
供
体
制
確
保

分
散
型
社
会
へ
の
対
応

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
へ
の
対
応

脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
に
向
け
た
取
組

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
い
る
県
内
事
業

者
等
の
事
業
継
続
を
図
る
た
め
、
資
金
繰
り
支
援
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
活
動
の
変
化
へ
の
対
応

の
促
進
に
向
け
、
新
分
野
へ
の
展
開
や
、
業
態
転
換
等

を
支
援
す
る
。

■
女
性
や
障
害
者
等
の
就
業
支
援
や
、
子
ど
も
の
生
活
や
学

び
を
支
援
す
る
。

■
民
間
企
業
・
団
体
と
連
携
し
た
子
育
て
支
援
や
外
国
人
の

日
常
生
活
支
援
に
取
組
む
。

■
生
活
に
悩
み
を
抱
え
た
方
や
お
困
り
の
方
々
へ
の
相
談
体

制
を
強
化
す
る
。

■
活
動
の
場
が
減
少
し
て
い
る
文
化
芸
術
団
体
等
の
活
動
を

支
援
し
、
地
域
文
化
の
維
持
・
存
続
を
図
る
。

社
会
経
済
活
動
の
維
持

生
活
や
文
化
活
動
の
支
援
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県
政
だ
よ
り

国
は
、
昨
年
十
二
月
二
二
日
に
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目

指
す
た
め
、
二
酸
化
炭
素
に
価
格
を
つ
け
、
排
出
量
に
応
じ

て
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
」
の
導

入
に
向
け
て
環
境
省
と
経
済
産
業
省
と
で
議
論
す
る
こ
と
を

指
示
し
た
。

国
際
社
会
共
通
の
課
題
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

削
減
に
日
本
も
本
格
的
に
取
組
む
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
量
を
削
減
し
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
す
る
こ
と
は
、
簡
単
で

は
な
い
。
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
と
い
う
経
済
的
手
法
を

用
い
て
国
内
排
出
量
取
引
制
度
を
つ
く
る
こ
と
、
排
出
削
減

や
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
、
固
定
、
資
源
化
利
用
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
効
か
せ
る
こ
と
等
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
た
い
考

え
だ
。

再
生
可
能
・
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

欠
か
せ
な
い
。
太
陽
光
や
風
力
発
電
の
不
安
定
な
電
力
か
ら

安
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
水
素
を
つ
く
り
、
水
素
か
ら
熱
や

電
気
を
つ
く
る
社
会
が
水
素
社
会
と
な
る
。
水
素
の
原
料
は

水
で
あ
り
、
水
素
を
燃
や
し
た
り
電
気
に
変
え
て
も
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
環
境
に
有
用
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。

し
か
し
、そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
不
可
欠
と
な
る
。
全
国
に
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
更
に

充
実
さ
せ
、
燃
料
電
池
車
の
普
及
を
促
進
さ
せ
る
。
企
業
や

家
庭
に
至
っ
て
も
水
素
供
給
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
く
。
国
や
行
政
、
民
間
、
個
人
に
至
る
ま
で
総
力

を
挙
げ
て
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
新
潟
県

の
革
新
的
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て

■
県
内
産
業
デ
ジ
タ
ル
化
構
想
に
基
づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
競
争
力
の
強
化
や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
を
促
進
す
る
。

■
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て
取
組
む
市
町
村
の
支

援
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
を
図
る
。

■
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
組
を
加

速
・
推
進
す
る
具
体
的
な
戦
略
を
検
討
す
る
。

■
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
脱
炭
素
技
術
の
利
用
・
定
着
等

を
促
進
す
る
。

■
あ
ら
ゆ
る
主
体
に
よ
る
省
エ
ネ
・
省
資
源
の
取
組
を
促
進

す
る
。

■
水
素
の
利
活
用
を
中
心
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
転
換

や
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
島
構
想
」
の
推
進
に
取
組
む
。
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県政にかかわる問題は、いつでもお気軽に相談下さい。

■
原
子
力
防
災
対
策
の
推
進

〇
三
つ
の
検
証
の
着
実
な
実
施
と
避
難
計
画
の
実
効
性
の
向
上

■
意
欲
あ
る
企
業
等
へ
の
支
援
に
よ
る
県
内
産
業
の
活
性
化

〇
成
長
産
業
の
創
出
・
育
成

〇
販
路
拡
大
・
海
外
展
開
の
支
援

■
付
加
価
値
の
高
い
持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
の
実
現

〇
農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化

〇
ス
マ
ー
ト
農
林
水
産
業
の
推
進

■
環
境
と
経
済
の
好
循
環
の
実
現

〇
脱
炭
素
社
会
等
へ
の
転
換
に
向
け
た
取
組

〇
再
生
可
能
・
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促
進

■
起
業
・
創
業
の
推
進

■
良
質
な
雇
用
環
境
の
創
出

■
地
方
分
散
の
促
進

〇
地
方
分
散
の
本
県
へ
の
呼
び
込
み

■
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

■
多
様
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大

〇
国
内
外
に
通
用
す
る
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
と
発
信
の
強

化
〇
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
の
促
進

〇
地
域
の
文
化
を
活
か
し
た
交
流
拡
大

〇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
交

流
拡
大

■
更
な
る
拠
点
性
向
上
に
向
け
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

〇
地
域
を
支
え
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
充
実

〇
新
潟
空
港
の
利
便
性
向
上
と
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

〇
県
内
港
の
活
性
化
に
よ
る
物
流
・
人
流
の
拡
大

■
将
来
の
夢
や
希
望
を
育
み
か
な
え
る
教
育
の
推
進

〇
一
人
一
人
を
伸
ば
す
教
育
の
推
進

〇
い
じ
め
防
止
対
策
の
強
化

〇
教
職
員
が
児
童
生
徒
と
向
き
合
え
る
環
境
づ
く
り

今
年
令
和
三
年
は
辛
丑
年
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■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
社
会
経
済
活

動
の
両
立

〇
感
染
拡
大
防
止
対
策
・
医
療
提
供
体
制
確
保

〇
社
会
経
済
活
動
の
維
持

〇
生
活
や
文
化
活
動
の
支
援

■
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
新
潟
県
」
の
実
現
に
向
け

た
重
点
的
な
取
組

●
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
た
本
県

の
中
長
期
的
な
成
長
・
発
展
に
向
け
た
取
組

〇
分
散
型
社
会
へ
の
対
応

〇
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
へ
の
対
応

〇
脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
に
向
け
た
取
組

●
一
段
加
速
し
た
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

〇
災
害
か
ら
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
ハ
ー
ド
対
策
の
強
化

〇
確
実
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
県
民
目
線
の
ソ
フ
ト
対
策
の

強
化

●
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

〇
女
性
や
子
ど
も
な
ど
の
安
全
の
確
保
や
犯
罪
の
な
い
安
全
で

安
心
な
社
会
の
実
現

●
地
域
医
療
の
確
保
と
「
健
康
立
県
」
の
実
現

〇
地
域
で
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備

〇
県
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

〇
「
健
康
寿
命
延
伸
」
と
「
最
善
の
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
」
を
実

現
す
る
た
め
の
新
世
代
情
報
基
盤
の
構
築

■
脱
炭
素
と
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

Ｑ
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
に
向

け
た
基
本
方
針
に
つ
い
て
知
事
の
所
見
は
。

Ａ
将
来
の
世
代
に
安
全
で
快
適
な
環
境
を
継
承
で
き
る
よ
う
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
、

こ
う
し
た
対
策
を
通
し
て
経
済
社
会
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

促
進
す
る
こ
と
で
、
本
県
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
脱
炭
素
社

会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。
新
年
度
に
は
、
本
県
の
特

性
や
課
題
等
を
踏
ま
え
、
関
係
者
と
合
意
形
成
を
図
り
な
が

ら
、
脱
炭
素
社
会
構
築
に
向
け
た
産
業
や
家
庭
な
ど
部
門
毎

の
具
体
的
な
戦
略
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
脱
炭
素
に
向
け
て

は
、
再
生
可
能
・
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
加
速
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
水
素
の
利
活
用
や
洋
上
風
力

発
電
、
地
域
環
境
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
脱
炭
素
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
省

エ
ネ
・
省
資
源
の
促
進
に
も
取
組
ん
で
い
く
。

Ｑ
国
は
、
二
酸
化
炭
素
に
価
格
を
付
け
、
排
出
量
に
応
じ
て
コ

ス
ト
を
負
担
し
て
も
ら
う
「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
」
の

検
討
に
入
り
、
炭
素
税
や
排
出
量
取
引
制
度
の
導
入
を
検
討

す
る
が
、
県
で
推
進
し
て
い
る
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
価

値
の
向
上
や
、
森
林
保
全
活
動
、
水
力
・
太
陽
光
等
の
ク
リ
ー

ン
電
力
へ
の
評
価
が
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
カ
ー
ボ

ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
対
す
る
評
価
と
、
導
入
さ
れ
た
場
合
の

本
県
へ
の
影
響
に
つ
い
て
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

Ａ
国
の
検
討
す
る
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
、
経
済
的
手
法

を
活
用
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
国
内
排
出
量
取
引

の
制
度
設
計
等
、
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
仕
組
み
は
、

社
会
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
つ
な
が
る
有
用
な

も
の
と
考
え
て
お
り
、
本
県
も
そ
の
導
入
を
国
へ
要
望
し
た
。

導
入
に
よ
る
本
県
へ
の
影
響
は
、
豊
富
に
存
在
す
る
森
林
資

源
を
始
め
、
風
力
や
水
力
な
ど
、
多
様
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
に
も
つ
な
が
る
。
一

方
、
全
国
的
に
コ
ス
ト
増
に
よ
る
産
業
へ
の
影
響
を
懸
念
す

る
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
点
も
踏
ま
え
、
今
後
国
に
お

い
て
詳
細
な
検
討
が
進
む
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

■
東
京
電
力
の
社
会
的
信
頼
に
つ
い
て

Ｑ
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、
二
〇
三
〇
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
の
実
現
に
向
け
た
原
子
力
発
電
の
課
題
と
し
て
社
会
的

信
頼
の
獲
得
を
挙
げ
て
い
る
。
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
に
当
た
っ
て
は
社
会
的
信
頼
の
獲
得
は
重
要
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、ID

カ
ー
ド
の
不
正
使
用
に
よ
る
中
央
制
御
室

へ
の
入
室
や
、
完
了
し
た
と
し
て
い
た
工
事
の
一
部
未
完
了

が
判
明
す
る
な
ど
の
問
題
が
発
覚
し
た
。
そ
も
そ
も
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
当
事
者
で
あ
る
東
京
電
力
が
原
発

運
営
を
継
続
す
る
こ
と
に
対
し
社
会
的
信
頼
の
獲
得
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
を
運
営
す
る
東
京
電
力
の
社
会
的
信
頼
の
現
状
に
つ
い
て
、

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

Ａ
今
般
の
一
連
の
不
祥
事
に
よ
り
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

全
体
に
対
す
る
信
頼
を
失
い
か
ね
な
い
状
態
に
あ
る
と
受
け

止
め
て
い
る
。
東
京
電
力
に
は
、
核
物
質
を
取
扱
う
事
業
者

と
し
て
安
全
を
確
保
し
て
事
業
を
適
確
に
遂
行
す
る
能
力
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
社
会
的
信
頼
の
面
か
ら
も
、

安
全
最
優
先
の
取
組
を
行
動
と
実
績
の
中
で
示
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
除
雪
問
題
に
つ
い
て

Ｑ
本
年
も
例
年
を
上
回
る
豪
雪
と
な
り
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
に

よ
る
道
路
の
幅
員
確
保
に
遅
れ
が
生
じ
た
。
近
年
の
豪
雪
に

対
応
し
た
地
域
に
見
合
っ
た
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
追
加
配

備
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

Ａ
今
冬
は
記
録
的
な
異
常
降
雪
の
影
響
に
よ
り
、
一
部
の
区
間

に
お
い
て
拡
幅
除
雪
が
追
い
つ
か
ず
、
一
時
的
に
車
道
幅
員

が
狭
く
な
る
状
況
が
生
じ
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
は
冬
期

の
道
路
交
通
を
確
保
す
る
上
で
重
要
だ
と
再
認
識
し
た
。
今

冬
の
異
常
降
雪
で
の
予
備
車
の
活
用
や
広
域
応
援
な
ど
の
対

応
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
な
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
配
備

を
検
討
す
る
。

■
農
業
問
題
に
つ
い
て

Ｑ
高
収
益
作
物
の
推
進
に
は
、
ほ
場
整
備
が
重
要
で
あ
り
、
県

内
各
地
域
で
は
、
ほ
場
整
備
が
完
了
し
た
地
域
や
、
ほ
場
整

備
推
進
の
機
運
が
盛
り
上
が
り
事
業
採
択
に
向
け
て
協
議
や

準
備
を
進
め
て
い
る
地
域
な
ど
様
々
あ
る
。
現
在
ま
で
の
ほ

場
整
備
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
投
資
事
業
が
抑
制
さ
れ
る
中
、

今
後
ほ
場
整
備
を
希
望
す
る
地
区
は
現
在
採
択
さ
れ
て
い
る

地
区
と
同
程
度
の
事
業
期
間
で
事
業
完
了
が
可
能
か
伺
う
。

Ａ
県
の
ほ
場
整
備
状
況
は
、
直
近
の
公
表
数
値
で
あ
る
平
成

三
〇
年
三
月
時
点
に
お
い
て
、
水
田
整
備
率
は
六
三
、一
％

で
全
国
平
均
よ
り
二
、八
ポ
イ
ン
ト
低
い
も
の
の
、
水
田
汎

用
化
率
は
五
一
、二
％
で
全
国
平
均
よ
り
五
、五
ポ
イ
ン
ト
高

い
。
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
事
業
執
行
が
求
め

ら
れ
る
一
方
、
ほ
場
整
備
事
業
の
実
施
地
区
数
は
、
令
和
二

年
度
の
八
二
地
区
か
ら
令
和
五
年
度
に
は
一
〇
五
地
区
に
増

加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
地
区
を
含
め

て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
事
業
期
間
と
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
今
後
の
新
規
調
査
着
手
地
区
を

計
画
的
に
採
択
す
る
と
と
も
に
、
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

国
の
補
正
予
算
な
ど
有
利
な
財
源
の
活
用
や
、
よ
り
一
層
の

コ
ス
ト
縮
減
な
ど
の
工
夫
に
よ
り
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し
、

ほ
場
整
備
事
業
の
推
進
に
努
め
る
。

■
教
育
問
題
等
に
つ
い
て

Ｑ
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
す
上
で
、
次
世
代
を
担

う
青
少
年
へ
の
環
境
教
育
・
環
境
学
習
は
重
要
で
あ
る
。
現

在
の
取
組
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
現
在
、
小
学
六
年
生
と
中
学
三
年
生
の
理
科
で
、
地
球
温
暖

化
を
扱
い
、
人
間
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
学
習
を

行
っ
て
お
り
、
八
割
以
上
の
小
中
学
校
で
、
省
エ
ネ
や
リ
サ

イ
ク
ル
な
ど
の
環
境
保
全
活
動
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。

高
校
で
は
、
共
通
教
科
の
地
理
歴
史
、
公
民
、
理
科
な
ど
で

環
境
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
、
農
業
や
工
業
な
ど
の
専
門
科

目
の
中
で
環
境
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
県
は
児
童
生
徒
が

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
に
な
れ
る
よ
う
、
関
係

部
局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
教
員
に
環
境
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
等
の
研
修
会
へ
の
参
加
を
促
す
と
と
も
に
環
境
学
習
の

実
践
を
働
き
か
け
て
い
く
。

令
和
三
年
度
当
初
予
算

一
兆
四
〇
七
四
億
円
の
お
も
な
内
容

私
の
主
な
一
般
質
問
の
抜
粋
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